
３
月

日
、
野
寺
町
の
本
證
寺
境け

い

１０

内
が
正
式
に
国
指
定
の
史
跡
に
な
り

だ
いま

し
た
。
歴
史
博
物
館
で
は
こ
れ
を

記
念
し
て
特
別
展「
三
河
真
宗
の
名

刹

本
證
寺
」を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

４
月

日
松
～
７
月
５
日

１８

掌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館
は

午
後
４
時

分
ま
で
）

３０

●
休
館
日

毎
週
捷
。
た
だ
し
、
５

月
４
日
抄
は
開
館

●
と
こ
ろ

歴
史
博
物
館

●
観
覧
料

一
般
止

円

人
以

３００

２０

上
の
団
体
止
一
人

円
２４０

※
中
学
生
以
下
無
料
。

※
常
設
展
も
観
覧
で
き
ま
す
。

※
５
月

日
掌
は「
国
際
博
物
館
の

１７

日
」に
ち
な
み
、
観
覧
無
料
。

※
障
害
者
割
引
あ
り
。

■
歴
史
的
価
値

本
證
寺
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
戦

国
時
代
の
堀
や
土
塁
が
残
さ
れ
て
い

ど

る
い

る
た
め
で
す
。
現
在
も
境
内
を
囲
ん

で
い
る
内
堀
の
ほ
か
に
、
江
戸
時
代

の
絵
図
な
ど
か
ら
、
か
つ
て
は
野
寺

町
集
落
の
中
心
部
分
と
本
證
寺
を
囲

む
よ
う
に
外
堀
が
あ
っ
た
こ
と
は
想

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
発
掘
の
成
果

近
年
の
発
掘
調
査
で
は
、
現
在
も

こ
の
外
堀
が
想
定
ど
お
り
、
地
中
に

埋
ま
っ
た
状
態
で
存
在
し
、
そ
の
内

側
に
は
土
塁
の
痕
跡
も
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
重
の
堀
と
土
塁
に
囲
ま

れ
た
様
子
は
、
ま
さ
し
く
守
り
固
め

ら
れ
た
城
の
よ
う
で
、
永
禄
６（
１

え
い
ろ
く

５
６
３
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
一

向
一
揆
で
松
平（
徳
川
）家
康
と
戦
っ

た
本
證
寺
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。

特
別
展
の
会
場
で
は
、
実
物
大
の
模

型
で
堀
の
深
さ
を
紹
介
し
ま
す
。

特特
集
特
集
１１

歴
史
博
物
館
特
別

歴
史
博
物
館
特
別
展展

三
河
三
河

み

か
わ

真真し
ん

宗宗
のの

し
ゅ
う

名
刹
名
刹

め
い

さ
つ

本
證
寺

本
證
寺

ほ
ん
し
ょ
う

じ
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こ ろう
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■問 ▼歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）
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展
示
と
は
違
う
角
度
か
ら
、
本
證

寺
を
掘
り
下
げ
ま
す
。
史
跡
指
定
さ

れ
た
理
由
が
わ
か
り
ま
す
。

自
戦
国
時
代
の
本
證
寺

暫
と
き

５
月
２
日
松
午
後
２
時

暫
講
師

安
藤
弥
氏（
同
朋
大
学
准

わ
た
る

教
授
）

自
本
證
寺
と
戦
国
の
城

暫
と
き

５
月

日
掌
午
後
２
時

１７

暫
講
師

千
田
嘉
博
氏（
奈
良
大
学

せ
ん

だ

よ
し
ひ
ろ

学
長
）

自
本
證
寺
境
内
の
史
跡
と
し
て
の
価

値暫
と
き

６
月
７
日
掌
午
後
２
時

暫
講
師

佐
藤
正
知
氏（
文
化
庁
記

ま
さ
と
も

念
物
課
主
任
文
化
財
調
査
官
）

▲

聖
徳
太
子
絵
伝
第
７
幅（
部
分
）①

▲

聖
徳
太
子
立
像
②

▲

内
堀
の
ハ
ス
④

■
鎌
倉
時
代

本
證
寺
の
歴
史
は
、
浄
土
真
宗
を

開
い
た
親
鸞
の
没
後
間
も
な
い
鎌
倉

し
ん
ら
ん

時
代
後
期
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
見
逃

せ
ま
せ
ん
。
本
證
寺
に
伝
わ
る
聖
徳

太
子
絵
伝
①
や
善
光
寺
如

ぜ
ん
こ
う

じ

に
ょ

来ら
い

絵
伝

え

で
ん

（
と
も
に
国
指
定
重
要
文
化
財
）は
こ

の
こ
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
普
段
は
東
京
国
立
博
物
館
に
預

け
ら
れ
て
い
る
聖
徳
太
子
立
像
②

（
鎌
倉
時
代
）も
、

年
ぶ
り
に
安
城

１６

へ
里
帰
り
し
ま
す
。

■
江
戸
時
代

江
戸
時
代
の
本
證
寺
は
、
本
山
で

あ
る
東ひ

が
し

本
願
寺
と
地
方
の

ほ
ん
が
ん

じ

末
寺
の
間

ま
つ

じ

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
中ち

ゅ
う

本
山
と
し
て

ほ
ん
ざ
ん

発
展
し
ま
し
た
。
幕
末
に
は

以
上

２００

の
末
寺
を
抱
え
、
末
寺
は
三
河
国
だ

け
で
な
く
遠
く
丹
波
国（
京
都
府
）や

越
前
国（
福
井
県
）、江
戸（
東
京
都
）

に
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
境
内
に
建
つ
本
堂
・
鐘し

ょ
う

楼・
ろ
う

鼓
楼
・
経き

ょ
う

蔵
・

ぞ
う

庫
裏
な
ど
は
、
本
證

く

り

寺
が
多
く
の
末
寺
を
従
え
て
い
た
江

戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

写
真
パ
ネ
ル
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
建

造
物
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
本

證
寺
に
残
さ
れ
た
古
文
書
の
中
か
ら

特
徴
的
な
も
の
を
展
示
し
、
こ
の
時

期
の
本
證
寺
を
振
り
返
り
ま
す
。

本
證
寺
を
開
い
た
慶き

ょ
う

円
③
の
命
日

え
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
行
事「
オ
キ
ョ
ウ

エ
ン
サ
ン
」の
様
子
や
、
近
年
地
元

の
人
々
の
尽
力
で
内
堀
の
ハ
ス
④
を

復
活
さ
せ
た「
ハ
ス
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」な
ど
も
取
り
上
げ
ま
す
。

今
後
、
安
城
を
代
表
す
る
史
跡
と

し
て
知
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
本

證
寺
を
知
る
、
絶
好
の
機
会
で
す
。

安城ふるさとガイドの会のみなさんが、期
間中本證寺に常駐して案内をします。
●とき／ところ ５月２日松～６日承午前９
時～午後４時／本證寺（野寺町）
●その他 駐車場はちびっこ広場を利用でき
ます
●問い合わせ 文化振興課（緯〈７７〉４４７７）

▲本證寺境内（南から撮影）
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本
證
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知
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▲慶円坐像③
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